
文部時報可？
の
動

年
活

少
外

事
例
紹
介
I
I
l
.
2
8
地
域
と
連
携
し
た
「
て
ん
が
ら
も
ん
教
室
」

青
校

紅

学

自

然

畠

が

や

っ

て

き

た

●

国

立

大

隅

少

年

自

然

の

家

巻
頭
言
●

6
令
、
な
ぜ
学
校
外
活
動
か
●
坂
本
昇

l

座
談
会
●

8

こ
れ
か
ら
の
学
校
外
活
動

●
（
出
席
者
）
明
石
要
＿
／
小
久
保
茂
昭
／
坂
本
忠
雄
／
松
下
倶
子
●
（
司
会
）
金
森
越
哉

論
文
•
1
8
青
少
年
と
冒
険
キ
ャ
ン
プ
●
飯
田
稔

.
2
2
青
少
年
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
●
吉
氷
宏

事
例
紹
介
回
●
3
1
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と
地
域
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
を
目
指
し
て

●
静
岡
県
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
固
•
3
4
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
ク
エ
ス
ト

登
校
拒
否
児
童
•
生
徒
の
自
然
体
験
活
動
●
山
口
県
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
囚
●
3
7
地
域
を
理
解
す
る
青
少
年
の
学
習
活
動

気
仙
沼
市
子
ど
も
市
民
大
学
●
気
仙
沼
市
教
育
委
員
会

解
説
•
4
0
学
校
外
活
動
の
充
実
の
た
め
の
取
組
●
生
涯
学
習
局
青
少
年
教
育
課

.
4
4
国
立
青
年
の
家
・
少
年
自
然
の
家
の
改
善
に
つ
い
て
（
概
要
）

よ
り
魅
力
あ
る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に

特
別
記
事
教
職
員
の
生
涯
生
活
設
計
の
推
進

.
4
6
教
職
員
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
協
力
者
会
議
の
報
告
に
当
た
っ

生
涯
を
人
間
と
し
て
生
き
る
教
職
員
●
加
戸
守
行

.
4
8
「
教
職
員
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
」

（
教
職
員
の
生
涯
生
活
設
計
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
報
告
）

の
概
要
に
つ
い
て
●
大
臣
官
房
福
利
課

.
5
2
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

A
0
M
O
Rー
」
の
策
定
●
青
森
県
教
育
委
員
会
福
利
課

.
5
3
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
●
東
京
工
業
大
学

て

い
き

3
品

個

性

あ

る

日

訪

問

記

•
栃
木
県
立
氏
家
高
等
学
校
（
栃
木
県
）

天
然
記
念
物
歳
時
記

•
下
北
半
島
の
サ
ル
お
よ
び

サ
ル
生
息
北
限
地
（
青
森
県
）

2

名
作
シ
リ
ー
ズ
•
春
H

宮
曼
荼
羅

3
文
化
財
紹
介
●
船
大
工
樗
木
家
関
係
資
料

一
迅
人
・
こ
の
道
•
吉
田
簑
太
郎

5
5
教
育
・
文
化
と
地
域
つ
く
り
®
•
石
川
県
門
前
町

5
8
焦
点
ー
文
教
施
策

6
1
私
の
本
棚
か
ら
•
中
村
好
成

6
6
霞
が
関
ト
ピ
ッ
ク
ス

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
福
島
県
•
福
井
県
•
岡
山
県
•
香
川
県

7
0
こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぽ
ん
•
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ボ
ル
ピ

7
2
9
6
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線

-
•
柔
道

74
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所

7
7鑑
賞
席
•
企
画
展
示
館
蔵
品
展

寺
社
縁
起
の
歴
史

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
財
団
法
人
修
養
団

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
•
コ
タ
ン
の
口
笛

84
編
集
後
記

5
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北海道庁東門前のいちょう並木

ま
し
た
。

マ
サ
は
、

か
は
ら
ん
て
お
り
—
ー
i
o

9

もヽ

〈
あ
ん
な
雲
を
カ
ッ
ト
に
か
い
た
ら
い
い
わ
。
〉

ち
い小

さ
な
カ
ッ
ト
の
お
も
し
ろ
さ
を
、

あ
の
雲
に
発
見
し
て
い

こ

う

ず

「
い
い
構
図
だ
な
、

に
r
ほ
ん

ち
ょ
っ
と
日
本
に
は
め
ず
ら
し
い
よ
。

ど

う

ち

よ

く

ろ

や

ね

う

え

道
庁
の
黒
み
が
か
っ
た
屋
根
の
上
に
、

白
く
光
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

み
i
-
リ

う
す
緑
を
す
っ
た
ふ
か
さ
も

て
ヽ

か
げ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

い
く
ら

っ
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

み

こ
こ
か
ら
見
た
と
こ
ろ
。

二
年
後
、
東
京
高
等
師
範
学
校
に
入
学
、
そ
こ
で
、
童
謡
や
童
話

を
書
き
始
め
る
。
札
幌
の
町
で
過
ご
し
た
少
年
時
代
の
風
景
が
、

作
品
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。
童
話
作
家
と
し
て
世
に
認
め
ら
れ
た

の
は
、
昭
和
一
四
年
に
発
表
さ
れ
た
「
も
ん
く
う
ふ
お
ん
」
に
よ

っ
て
で
あ
る
。

こ
の
間
、
国
語
学
者
、
ロ
ー
マ
字
論
者
で
も
あ
る
石
森
延
男
は
、

文
部
省
に
お
い
て
国
語
の
教
科
書
の
編
集
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、

昭
和
女
子
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
児
童
文
学
会
会
長
等
を
務
め
る
。

昭
和
六
二
年
、
東
京
で
死
去
。
故
郷
、
札
幌
藻
岩
山
の
麓
に
は

石
森
父
子
の
文
学
碑
が
あ
る
。

（
北
海
道
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
学
校
教
育
課
主
査

一昭和40年代の赤レンガ庁舎

こ
ん
な
趣
の
あ
る
風
景
は
、

く
も

そ
れ
に
、
き
ょ
う
の
雲
が
い
い
ぜ
。
」

て

ヵ

た

ち

く

も

手
の
ひ
ら
の
形
を
し
た
雲
が
ひ

き

い

ろ

黄
色
み
を
お
び

こ
。t
 引

5
の
釈
因

mの
出
り
に
く
る
と
、
剛
罰
に
は
イ
チ
ョ
ウ
卑
和
か
の
び

の
び
と
そ
び
え
、
風
に
ひ
る
が
え
る
葉
っ
ぱ
は
ル
ゾ
ー
の
絵
を
思
わ
せ
、

あ

か

た

て

も

の

は

ん

が

赤
れ
ん
が
の
建
物
は
、
か
げ
を
く
っ
き
り
さ
せ
て
版
画
を
し
の
ば
せ
ま
し

コ
タ
ン
の
口
笛

石
森
延
男

文
学
の
言
さ
と

北
海
道
立
文
学
館
が
多
く
の
人
々
の
期
待
の
下
に
、
平
成
七
年

九
月
二
二
日
、
札
幌
市
中
央
区
中
島
公
園
内
に
移
転
、
開
館
さ
れ
た
。

常
設
展
示
場
に
は
、
小
説
を
中
心
に
北
海
道
文
学
の
流
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
「
ア
イ
ヌ
の
口
承
文
芸
」
、

「
幕
末
•
紀
行
文
学
」
な
ど
北
海
道
立
文
学
館
な
ら
で
は
の
展
示
、

さ
ら
に
は
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
児
童
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル

が
独
立
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

現
代
児
童
文
学
は
昭
和
三

0
年
代
の
長
編
児
童
文
学
の
誕
生
か

ら
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
「
コ
タ
ン
の
口
笛
」
は
、
一
五

0
0
枚

を
超
え
る
長
編
で
、
昭
和
三
二
年
に
発
表
、
石
森
延
男
六

0
歳
の

時
で
あ
り
、
こ
の
作
品
で
、
第
一
回
未
明
文
学
賞
を
受
賞
。
ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
、
映
画
に
も
な
り
、
代
表
作
に
な
っ
た
。

石
森
延
男
は
、
明
治
三

0
年
、
札
幌
市
に
生
ま
れ
る
。
父
は
、

北
海
道
師
範
学
校
の
教
師
で
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
大
正
六
年
、
札

ぺ
ん

幌
師
範
学
校
を
卒
業
、
札
幌
市
内
の
小
学
校
で
教
鞭
を
執
る
が
、

藻岩山の麓にある文学碑

後
藤
俊
雄
）

83 82 



文部時報百う
特集世界の頂点を目指し

競技スポーツの振興と国際競技力の向

特
別
記
事•
5
2多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
ヘ
の
対
応

関
係
機
関
の
連
携
・
協
力
を
中
心
に

♦
生
涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課
民
間
教
育
事
業
室

Q

&
A
•
4
5
競
技
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Q
&
A
◆
体
育
局
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課

座
談
会
•
I
O＿
＿
一
世
紀
に
向
け
た
競
技
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
展
望

◆
（
出
席
者
）
小
掛
照
二
／
小
出
義
雄
／
太
田
章
／
佐
伯
聰
夫
◆
（
司
会
）
岡
崎
助
＿

論
文
•
2
0国
際
競
技
力
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
科
学

ト
ー
タ
ル
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を♦
浅
見
俊
雄

.
2
4
諸
外
国
の
強
化
の
現
状
◆
木
下
孝
二

.
2
8
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
◆
河
野
＿
郎

事
例
紹
介
国•
3
4長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
競
技
力
向
上
の
取
組

◆
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

事
例
紹
介
国
•
3
6
Fー
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ラ
ン
ス
大
会
に
向
け
て

◆
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

体
験
記
•
3
8夢
は
大
き
く
：
…
令
吉
良
佳
子

.
3
9ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
◆
中
村
兼
一
＿
＿

.
4
0ア
ト
ラ
ン
タ
で
得
た
宝
物
全
里
由
美
子

.
4
1オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
私
♦
朝
原
宣
治

.
4
2
夢
の
実
現♦
高
山
樹
里

.
4
3
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て
♦
元
渕
幸

.
4
4
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
経
験
◆
平
野
雅
人

エ
ッ
セ
イ
●

3
2私
の
ア
ト
ラ
ン
タ
色
♦
豊
田
順
子

≪

-

I

l

,

 

新
座
総
合
技
術
高
等
学
校
（
埼
王
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
こ
よ
み

◆
室
戸
岬
亜
熱
帯
性
樹
林
及
び

海
岸
植
物
群
落
（
高
知
県
）

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◆
冬
華

表
3
文
化
財
紹
介
◆
臼
杵
磨
崖
仏

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
◆
周
防
正
行

60
焦
点
ー
文
教
施
策

62
お
知
ら
せ

6
3
刊
行
物
紹
介

6
4
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

66
ポ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

◆
衛
星
通
信
利
用
に
よ
る
公
民
館
等
の

学
習
機
能
高
度
化
推
進
事
業

68
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
↓
人

♦
北
海
道
◆
山
形
県
♦
静
岡
県
♦
愛
媛
県

70
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
|
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

♦
東
京
工
業
大
学
♦
豊
橋
技
術
科
学
大
学

7
2
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◆
競
技
力
の
向
上
に
対
す
る
地
方
の
取
組

73お
知
ら
せ

74
科
学
は
い
ま
|
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

♦
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所

77
鑑
賞
席
◆
九

0
年
代
の
韓
国
美
術
か
ら

等
身
大
の
物
語

78ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

◆
和
歌
山
県
御
坊
市
教
育
委
員
会

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

ぬ
文
学
の
ふ
る
さ
と
◆
津
軽

8

4

編

集

後

記

，

5
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太宰治文学碑（三厩村竜飛）

太
宰
治
は
明
治
四
二
年
に
青
森
県
北
津

軽
郡
金
木
村
、
現
在
の
金
木
町
に
生
ま
れ

た
。
県
立
中
学
校
、
官
立
高
校
時
代
を
青

森
市
、
弘
前
市
で
過
ご
し
た
が
、
東
京
帝

国
大
学
へ
入
学
し
て
後
は
、
心
中
未
遂
事

件
、
芸
者
と
の
結
婚
な
ど
か
ら
津
島
家
か

ら
勘
当
同
様
と
な
り
、
郷
里
は
近
寄
り
が

た
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、

1
0
年
を
経
て
母
の
病
気
を
契
機
に
、
よ

う
や
く
生
家
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。

昭
和
一
九
年
五
月
、
太
宰
治
は
郷
里
を

訪
れ
、
初
め
て
津
軽
半
島
を
一
周
し
た
。

蟹
田
町
の
旧
友
N
君
や
S
さ
ん
の
歓
待
を

受
け
た
り
、
五
年
に
一
度
を
数
え
る
津
軽

の
凶
作
の
歴
史
な
ど
を
知
る
と
と
も
に
N

君
と
三
厩
村
の
竜
飛
岬
ま
で
足
を
運
ぶ
。

そ
し
て
金
木
の
生
家
に
滞
在
す
る
。
そ
の

後
、
木
造
の
父
の
生
家
や
深
浦
、
鯵
ヶ
沢

を
訪
れ
、
五
所
川
原
へ
と
引
き
返
す
。
最

後
に
、
太
宰
治
に
と
っ
て
も
う
一
人
の
母

と
も
呼
ぶ
べ
き
幼
な
き
日
の
子
守
た
け
と

の
再
会
を
求
め
て
、
小
泊
村
へ
と
向
か
う
。

そ
し
て
国
民
学
校
の
運
動
会
の
見
物
小
屋

で
、
た
け
と
出
会
い
、
幸
せ
な
気
持
ち
に

浸
る
°
|
|
I
「
津
軽
」
は
昭
和
一
九
年
一
―

月
に
小
山
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

現
在
、
太
宰
治
文
学
碑
は
県
内
に
九
基

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
津
軽
」
の
文
学
碑

が
四
基
で
、
三
厩
村
竜
飛
、
小
泊
村
、
金

木
町
、
青
森
市
に
建
つ
。
た
け
と
再
会
し

た
運
動
場
が
見
え
る
小
高
い
丘
に
、
小
泊

村
が
建
立
し
た
文
学
碑
の
ほ
か
に
小
説

「
津
軽
」
の
像
と
小
説
＇
「
津
軽
」
の
像
記
念

館
が
並
ぶ
。
ま
た
「
斜
陽
館
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
太
宰
治
の
生
家
は
、
平
成

八
年
に
金
木
町
が
買
い
取
り
、
平
成
一
〇

年
に
太
宰
治
記
念
館
と
し
て
開
館
す
る
予

定
で
あ
る
。

（
青
森
県
立
図
書
館
近
代
文
学
館
室
長
）

舘
田
勝
弘

太宰治生家（金木町金木）

津
軽

手前から小説「津軽」の像、文学碑（中央）、小説r津軽」の像記念館（小泊村再会公園）

ぉ
昼
す
こ
し
前
に
、
私
は
小
泊
港
に
着
い
た
。
こ
こ
は
、
本
州
の
西
海
岸
の
最
北
端
の
港
で
あ
ろ
。
こ

の
北
は
、
山
を
越
え
て
す
ぐ
東
海
岸
の
竜
飛
て
あ
る
。
西
海
岸
の
部
落
は
、
こ
こ
て
お
し
ま
い
に
な
っ
て

い
る
の
だ
。
つ
ま
り
私
は
、
五
所
川
原
あ
た
り
を
中
心
に
し
て
、
柱
時
計
の
揮
子
の
よ
う
に
、
旧
津
軽
領

の
西
海
岸
南
端
の
深
浦
港
か
ら
ふ
ら
り
と
舞
い
も
ど
っ
て
こ
ん
ど
は
一
気
に
同
じ
海
岸
の
北
端
の
小
泊
港

ま
て
来
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
人
口
二
千
五
百
く
ら
い
の
さ
さ
や
か
な
漁
村
て

こ

と

え

ぞ

あ
る
が
、
中
古
の
頃
か
ら
既
に
他
国
の
船
舶
の
出
入
が
あ
り
、
殊
に
蝦
夷
通
い
の
船
が
、
強
い
東
風
を
避

け
ろ
時
に
は
必
ず
こ
の
港
に
は
い
っ
て
仮
泊
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
に
は
、
近
く
の

十
三
港
と
共
に
米
や
木
材
の
積
出
し
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
事
な
ど
、
前
に
も
し
ば
し
ば
書
い
て
置
い
た

つ
も
り
だ
。
い
ま
で
も
、
こ
の
村
の
築
港
だ
け
は
、
村
に
不
似
合
な
く
ら
い
立
派
で
あ
る
。
水
田
は
、
村

r
の
は
ず
れ
に
、
ほ
ん
の
少
し
あ
る
だ
け
だ
が
、
．
水
産
物
は
相
当
豊
富
な
よ
う
で
、
ソ
イ
、
ア
プ
ラ
メ
、
イ

た
＜
い

カ
、
イ
ワ
シ
な
ど
の
魚
類
の
他
に
、
コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
の
類
の
海
草
も
た
く
さ
ん
と
れ
る
ら
し
い
。

「
越
野
た
け
、
と
い
う
人
を
知
り
ま
せ
ん
か
」
私
は
バ
ス
か
ら
降
り
て
、
そ
の
辺
を
歩
い
て
い
る
人
を
つ

か
ま
え
、
す
ぐ
に
聞
い
た
。

「
こ
し
の
、
た
け
、
て
す
か
」
国
民
肌
を
着
た
、
役
場
の
人
か
何
か
て
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
よ
う

み
ょ
う
じ

な
中
年
の
男
が
、
首
を
か
し
げ
、
「
こ
の
村
に
は
、
越
野
と
い
う
苗
字
の
家
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
て
」

「
前
に
金
木
に
い
た
事
が
あ
る
ん
て
す
。
そ
う
し
て
、
い
ま
は
、
五
十
く
ら
い
の
ひ
と
な
ん
で
す
」
私
は

懸
命
て
あ
る
。

太

宰

治

83 82 
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し
し鹿

踊
り

｝
ぢ
や
い

か
み
け

髪
毛

風
吹
け
ー

ホ
ウ

や
つ
ば
り
光
ろ
山

海
だ
べ
が
ど
、

玄四

お
ら
、

詫
桑
『
春
，
こ
修
履
初
版
本
）

文
正
一
三
年
自
要
出
版

お
ペっ
し、

ば

宮
沢
賢
治

菜の花と岩手山（盛岡市）

.

.
 ,

i

J

 

ヽ

~
9
.
.
`

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
は

r

故
郷
の
方
言
で
書
い
た

詩
や
言
葉
が
あ
り
ま
す

C

方
言
は
、
そ
の
魅
力
を
生

か
し
、
言
葉
に
詩
心
か
宿
る
こ
と
で
、
美
し
く
さ
え

な
り
得
る
と
い
っ
て
、
決
し
て
恥
ず
べ
き
も
の
と
か
、

肩
蜀
か
狭
い
も
の
な
ど
で
は
な
い
と

r

ふ
る
さ
と
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
か
ら
は
岩
手
の
土
の
に

お
い
と
と
も
に
、
高
原
の
海
と
も
み
え
る
草
原
の
広

が
り
や
風
が
爽
や
か
に
吹
き
寄
せ
て
天
に
も
つ
ら
な

る
感
じ
を
う
け
ま
す
。
鹿
踊
り
は
岩
手
県
下
に
伝
わ

る
庇
の
面
を
つ
け
て
踊
る
民
俗
芸
能
で
す
c

賢
治
の

童
話
に
は
『
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
』
と
い
う
作
品
も

あ
り
ま
す
。

賢
治
は
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
短
歌
を
つ
く
り
は
じ

め
ま
し
た
。
二
五
歳
の
時
、
信
仰
上
の
こ
と
な
ど
か

ら
東
京
に
で
ま
し
た
。
以
前
に
短
編
作
品
を
つ
く
つ

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
出
京
時
の
約
八
か
月
の
間
に

『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
童

話
を
書
き
ま
し
た
。
の
ち
に
農
学
校
教
員
と
な
っ
た

と
き
に
仲
間
の
影
署
で
詩
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
大
正
二
二
平
、
賢
治
は
詩
集
及
び
童
話
集
を

自
喘
の
形
で
出
版
し
ま
し
た
が
、
生
前
に
は
こ
の
二

冊
だ
け
で
し
た
。

晩
年
は
病
床
に
あ
り
ま
し
た
か
f
こ
れ
ま
で
書
い

た
た
く
さ
ん
の
作
品
原
稿
に
手
を
入
れ
、
亡
く
な
る

前
日
に
は
辞
批
と
な
っ
た
短
歌
を
墾
書
し
ま
し
た
。

昭
和
八
年
九
月
―
二
日
、
家
族
に
み
と
ら
れ
て
三
七

歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
あ
と
に
は
大
変
な
量
の

詩
や
童
話
の
作
品
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

（
宮
沢
賢
治
記
念
館
長

宮
澤
雄
造
）

81 

80 
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秋
陣
営
の
霜
の
色
、

鳴
き
行
く
雁
の
敬
見
せ
て
、

植
う
ろ
つ
る
ぎ
に
照
り

も
か
し
の
光
今
い
づ
こ
。

い
ま
荒
城
の
よ
は
の
月
、

愛
ら
ぬ
光
た
が
た
め
ぞ
、

垣
に
残
る
は

松
に
歌
ふ

天
上
影
は
愛
ら
ね
ど
、

榮
枯
は
移
る
世
の
姿

宜
さ
ん
と
て
か
今
も
な
ほ
‘

ぁ
＞
荒
城
の
夜
字
の
月
。

も
か
し

荒＇d

'

（
出
典
占
自
選
詩
抄
』
畏
飼
書
店
）

た
だ
あ
ら
し
。 ヽ

だ
か
づ
ら

め
ぐ
ろ
盃
影
さ
し

千
伐
の
松
が
技
わ
け
出

光
い
ま
い

春
高
樗
の
花
の
宴
、

の
月

文
学1
ふ
ろ
~
口

ひ
し

こ。
し

土
井
晩
翠

晩翠草堂（昭和24年建設）

庭の敷石は当時のまま

「荒城の月」歌碑（仙台齊葉城趾）

膏葉城（仙台市）

菅
原
雪
枝
）

仙
台
市
の
中
心
街
、
仙
台
駅
か
ら
仙
台
城
大
手
門
跡
に
通
ず
る

青
葉
通
り
の
中
ほ
ど
に
「
晩
翠
草
堂
前
」
と
い
う
バ
ス
停
留
所
が

あ
る
。
庭
前
に
あ
る
の
で
バ
ス
待
ち
の
人
に
は
塀
越
し
に
四
季
の

ふ
ど
り
う
か
ぶ

翠
が
硯
え
る
。
晩
翠
輩
堂
は
、
明
治
の
詩
人
、
土
井
晩
翠
二
八

つ

い

か

七
一
ー
一
九
五
二
）
の
終
の
住
み
処
で

r

土
井
林
吉
の
表
札
が
あ

れ
ば
郵
便
物
か
届
き
そ
う
な
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

晩
翠
は
幼
少
期
の
漢
詩
、
長
じ
て
の
英
独
文
の
素
養
を
も
っ
て

ま

存
分
に
詩
作
、
翻
訳
し
、
名
を
世
界
に
馳
せ
た

C

校
歌
の
作
詞
は

日
本
全
国
一
四

0
余
校
に
広
か
っ
て
い
る
。

明
治
三
一
年
(
-
八
九
八
）
、
東
京
音
楽
学
校
（
現
東
京
芸
術

大
学
）
か
ら
「
荒
城
の
月
」
の
題
で
依
頼
さ
れ
、
宮
城
県
生
ま
れ

の
晩
翠
の
作
詩
と
大
分
県
生
ま
れ
の
滝
廉
太
郎
(
-
八
七
九

1
-

九
0
三
）
の
作
曲
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
歌
曲
は
、
日
本
を
代
表
す

る
名
曲
と
な
っ
た
。
二
五
歳
の
若
さ
で
傑
作
を
残
し
て
逝
っ
た
滝

庶
太
郎
と

r

八
二
歳
ま
で
仙
台
で
の
教
育
活
動
後
も
文
オ
を
発
揮

し
た
土
井
晩
翌
と
の
出
会
い
と
別
れ
は
、
「
荒
城
の
月
」
に
流
れ

る
無
常
観
を
、
は
る
か
歴
史
上
の
栄
枯
盛
衰
の
み
で
は
な
く
、
よ

り
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
c

ぁ

「
荒
城
の
月
」
の
題
を
宛
て
ら
れ
た
時
、
「
国
破
山
河
在
城
春

卓
木
深
．．．．．． 
」
や
、
明
治
維
新
史
上
の
会
津
若
松
の
鶴
ヶ
城
で
の

殉
雛
苦
節
や
、
故
郷
仙
台
の
肯
葉
城
が
念
頭
に
浮
か
び
、
文
武
兼

備
の
名
君
伊
達
政
宗
の
建
設
に
よ
る
青
葉
城
（
現
荒
城
）
跡
を
前

に
し
て
、
「
垣
に
残
る
は
た
だ
か
つ
ら
、
松
に
歌
ふ
は
た
だ
あ
ら

だ
ん

し
」
は
実
況
で
あ
る
と
、
晩
翠
の
後
日
靡
が
あ
る
。

「
は
る
こ
う
ら
う
の
は
な
の
え
ん
：
・
・
:
」
と
、
旅
先
に
あ
っ
て

城
跡
に
立
つ
と

r

そ
よ
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
い
つ
の
間
に
か
口
ず

さ
ん
で
い
る
。ょ

荒
城
の
夜
半
の
月
は
、
人
の
世
の
姿
の
移
ろ
い
を
久
遠
に
照
ら

し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。（

宮
城
県
文
化
振
興
財
団
専
門
委
員
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文部時報言i
特集文教施策の進

平成 8年度の展c

IO
文
教
施
策
の
総
合
的
推
進
．
教
育
改
革
の
推
進
／
地
域
に
お
け
る
文
教
施
策
の
充
実

／
文
教
政
策
の
た
め
の
調
査
研
究
の
充
実
／
「
我
が
国
の
文
教
施
策
」
（
教
育
白
書
）
の
刊
行
／
教
職
員

の
生
涯
生
活
設
計
の
推
進

ロ
生
涯
学
習
•
生
涯
学
習
の
振
興
／
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策

は
初
等
中
等
教
育
•
初
等
中
等
教
育
の
概
況
／
教
育
内
容
・
方
法
の
改
善
／
学
校
週
五
日
制
の

実
施
／
生
徒
指
導
の
充
実
／
進
路
指
導
の
改
善
／
健
康
教
育
の
充
実
／
国
際
化
・
情
報
化
へ
の
対
応
／
高

等
学
校
教
育
の
改
革
／
幼
稚
園
教
育
・
職
業
教
育
•
特
殊
教
育
の
振
興
／
よ
り
よ
い
教
科
書
の
提
供
／
教

職
員
定
数
の
充
実
等
教
育
条
件
の
整
備
／
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
／
海
外
子
女
・
帰
国
子
女
教
育
の
充

実
／
外
国
人
子
女
教
育
の
推
進
／
学
校
等
の
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
／
同
和
教
育
の
振
興

2
4高
等
教
育
•
高
等
教
育
の
現
状
と
整
備
の
方
向
／
高
等
教
育
改
革
の
推
進
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ユ
教
育

の
推
進
／
理
工
系
人
材
の
養
成
／
医
学
教
育
等
の
改
善
／
大
学
院
の
充
実
と
改
革
／
国
立
大
学
の
整
備
充

実
等
／
公
立
大
学
等
に
対
す
る
助
成
／
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
／
育
英
奨
学
事
業
の
充
実
／
学
生
の
就

職
に
つ
い
て
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
高
等
教
育
の
推
進

3
0私
立
学
校
•
私
学
行
政
の
概
況
／
私
学
助
成
の
充
実

孟
子
術
研
究
．
学
術
行
政
の
概
況
／
科
学
研
究
費
補
助
金
の
拡
充
と
出
資
制
度
の
創
設
／
若
手
研
究

者
の
養
成
・
確
保
／
学
術
研
究
体
制
の
整
備
／
基
礎
研
究
の
重
点
的
推
進
／
学
術
研
究
の
社
会
的
協
カ
・

連
携
の
推
進

3
6社
会
教
育
•
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
社
会
教
育
事
業
の
充
実
／
社
会
教
育
の
諸
条
件
の
整
備

38ス
ポ
ー
ツ
●
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
概
況
／
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
／
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
／
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
／
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
＇

4
2文
化
•
文
化
政
策
の
推
進
／
芸
術
文
化
の
振
興
／
国
語
・
著
作
権
・
宗
務
／
文
化
財
の
保
存
・
活
用

の
推
進
／
国
立
文
化
施
設
の
整
備
・
充
実

4
6国
際
交
流
・
協
力
•
国
際
交
流
・
協
力
の
概
況
／
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
国

際
交
流
・
協
力
／
留
学
生
交
流
の
推
進
／
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
推
進

5
0情
報
化
の
推
進
•
情
報
化
施
策
の
概
況
／
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
各
分
野
の
取
組

5
2
文
教
施
設
．
文
教
施
設
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
等
の
推
進
／
初
等
中
等
教
育
施
設
の
整
備
方
策

／
国
立
学
校
施
設
の
整
備
充
実

54
平
成
ハ
年
度
予
算
／
文
部
省
の
機
構
定
員
／
文
教
関
係
の
税
制

•
舞
阪
町
立
舞
阪
幼
稚
園
（
静
岡
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
こ
よ
み

•
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
自
生
南
限
地
帯

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
●
極
楽
井

表
3

文
化
財
紹
介

•
八
戸
及
び
周
辺
地
域
の

漁
榜
用
具
と
浜
小
屋

6

で
あ
い
•
ふ
れ
あ
い
•
高
野
進

釦
焦
点
ー
文
教
施
策

63お
知
ら
せ

64中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
6
ボ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
・
推
進

68
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

•
東
京
都
•
京
都
府
•
島
恨
県

e
宮
崎
県

7
0
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
|
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

•
香
川
大
学
•
島
根
大
学

74科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
九
州
大
学
機
能
物
質
科
学
研
究
所

7
7鑑
賞
席
•
東
ア
ジ
ア
の
仏
た
ち

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

84編
集
後
記

8
2文
学
の
ふ
る
さ
と
•
若
い
人

78ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
新
潟
県
上
越
地
域
広
域
行
政
紐
合

7
2
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

•
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

5
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若

人

ヽー
か
が
や

橋
本
先
生
は
聘
を
耀
か
せ
て
間
崎
の
顔
を
長
い
間
み
つ
め
た
。
間
崎
は
石
こ
ろ
を
蹴
っ
て
返
事
を
し
な
か
っ
た
。

ひ
ら

彼
ら
が
歩
い
て
行
く
一
、
二
間
の
目
前
に
、
人
や
車
が
縦
横
に
往
来
す
る
活
気
に
満
ち
た
情
景
が
次
々
に
展
け
て

き
た
。
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
は
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
彼
ら
の
腺
に
は
ぼ
ん
や
り
か
す
ん
て
見
え
た
。

「
そ
の
こ
と
は
だ
ん
だ
ん
答
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
…
…
て
、
気
楽
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
今
日
の
僕
の
授
業
、

視
学
官
の
講
評
が
当
っ
て
お
り
ま
せ
ん
て
し
た
か
」

「
あ
ん
な
こ
と
も
言
え
る
て
し
ょ
う
が
、
よ
か
っ
た
わ
、
感
心
し
ま
し
た
わ
。
と
い
う
の
は
貴
方
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
内
容
に
は
異
論
が
大
あ
り
て
す
け
ど
、
貴
方
は
御
自
分
で
言
う
こ
と
だ
け
は
確
実
に
御
自
分
の
も
の
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
、
さ
っ
き
の
言
葉
て
言
え
ば
、
言
葉
が
あ
れ
だ
け
身
に
嵌
る
、
そ
れ
に
感
心
し
た
の
て
す
。
そ
こ
へ

行
く
と
私
は
自
分
一
人
だ
け
て
、
ほ
ん
と
な
こ
と
、
正
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
る
よ
う
な
気
が
し
て
も
、
教
壇
に

じ
ょ
う
ず

立
つ
と
し
ど
ろ
も
ど
ろ
て
自
分
の
ほ
ん
と
に
教
え
た
い
こ
と
が
上
手
に
言
え
な
く
な
る
の
て
す
。
勉
強
が
足
り
な

い
の
で
す
わ
。
だ
け
ど
和
貴
方
の
お
授
業
を
拝
見
し
た
あ
と
て
、
こ
う
こ
じ
つ
け
て
自
分
を
慰
め
た
の
。
間
崎
先

う

・

り

や

へ

た

生
の
授
業
は
立
派
だ
、
し
か
し
羨
ん
だ
り
ま
ね
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
、
今
は
ぎ
ご
ち
な
く
下
手
て
も
か
ま
わ
な

い
か
ら
お
前
の
頭
の
中
に
芽
ざ
し
て
い
る
考
え
を
ふ
や
け
さ
せ
な
い
て
ヒ
タ
向
き
に
伸
ば
し
て
行
け
、
そ
う
す
れ

は
ら

ば
間
崎
先
生
な
ど
は
す
ぐ
追
い
越
せ
る
、
小
さ
な
完
成
よ
り
も
お
前
の
学
ん
て
い
る
未
完
成
の
ほ
う
が
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
立
派
な
大
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
、
と
。
そ
の
結
果
、
な
ん
で
も
か
ん
て
も
と
も
か
く

貴
方
よ
り
か
私
の
ほ
う
が
豪
い
人
間
だ
と
い
う
こ
と
に
き
め
て
し
ま
っ
た
の
…
…
。
貴
方
と
屑
を
並
べ
て
歩
い
て

る
今
も
そ
う
思
っ
て
る
の
…
・
:
」

「
変
な
ん
だ
な
あ
…
…
貴
女
っ
て
人
は
…
…
」

間
崎
は
、
ど
こ
か
の
小
憎
さ
ん
が
撒
い
た
打
ち
水
を
無
意
識
に
飛
び
よ
け
た
。

石
坂
洋
次
郎

春
日
正
子
）

石
坂
洋
次
郎
、
明
治
三
三
年
青
森
県
弘
前
市
に
生
ま
れ
る
。

慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
、
弘
前
高
等
女
学
校
に
奉
職
。
そ
の

後
大
正
一
五
年
九
月
横
手
高
等
女
学
校
に
転
任
。
さ
ら
に
昭

和
四
年
横
手
中
学
校
に
転
任
し
た
。

「
田
舎
に
住
む
の
が
い
や
で
し
か
た
な
か
っ
た
」
が
悩
ん

だ
末
に
「
田
舎
に
居
て
も
書
け
る
小
説
を
書
こ
う
」
と
生
涯

わ

ら

じ

を
作
家
と
教
師
の
二
足
の
草
桂
を
は
き
つ
づ
け
る
と
い
う
結

た
ど

論
に
辿
り
着
く
。
ま
た
「
八
方
ふ
さ
が
り
と
い
っ
た
状
態
に

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
反
動
で
。
ハ
ッ
と
し
た
派
手
で
デ
カ
ダ
ン

ス
な
気
持
ち
の
作
品
を
書
き
た
い
欲
求
に
つ
か
れ
て
い
た
」

と
い
う
状
況
下
で
「
若
い
人
」
は
書
き
上
げ
ら
れ
た
。
昭
和

八
年
「
三
田
文
学
」
に
一
四

0
枚
の
中
編
小
説
と
し
て
発
表
。

休
載
し
な
が
ら
も
、
好
評
の
た
め
五
年
間
で
一
三

0
0
枚
を

書
き
続
け
る
。
発
表
後
ま
も
な
く
、
川
端
康
成
氏
か
ら
朝
日

新
聞
文
芸
欄
に
て
評
価
さ
れ
、
ま
た
そ
の
年
の
一

0
月
に
は

映
画
化
さ
れ
、
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
も
な
っ
た
。

江
波
恵
子
、
橋
本
先
生
な
ど
の
モ
デ
ル
や
、
多
く
の
頁
を

費
や
し
て
い
る
授
業
視
察
・
修
学
旅
行
風
景
な
ど
は
、
横
手

高
女
、
横
手
中
学
で
の
体
験
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
、
後

日
、
洋
次
郎
は
「
私
の
文
学
は
、
私
が
―
二
、
三
年
間
教
員

生
活
を
送
っ
た
横
手
の
町
で
目
立
っ
て
成
長
し
、
そ
し
て
花

を
開
か
せ
た
」
、
「
私
に
と
っ
て
い
わ
ば
第
二
の
故
郷
で
あ
る
」

と
語
っ
て
い
る
。

昭
和
一
四
年
上
京
し
、
作
家
生
活
に
入
る
。

昭
和
五
一
年
に
横
手
市
の
横
手
城
跡
に
文
学
碑
が
、
六
三

年
に
は
文
学
記
念
館
が
設
立
さ
れ
た
。

（
石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館
解
説
員

石坂洋次郎文学碑（横手公園本丸）
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時報二斤

巻
頭
言
●

8

今
E
l

員
養
成
改
革
の
意
味
◇
蓮
見
音
彦

て
座
談
会•1
0新
た
な
時
代
に
向
け
た
教
員
養
成

9

◇
（
出
席
者
）
安
藝
武
／
鳥
田
輝
子
／
角
替
弘
志
／
安
齋
省
ー
／
永
井
順
國

,'v

◇
（
司
会
）
松
元
昭
憲

論
文
•
2
0新
た
な
時
代
に
向
け
た
教
員
養
成
の

つ

改

善

方

策

に

つ

い

て

◇

上

寺

久

雄

こ
・

23

新
た
な
教
員
養
成
へ
の
期
待
◇
小
関
洋
治

た

剰

万

セ

i
28
い
註

A
l
l
"日
＂

滝

口

幸

夫

ナ
方
事
例
紹
介
①

•
3
0
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
「
教
育
実
践
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
◇
琉
球
大
学

刺
善
事
例
紹
介
②

•
3
3員
鯰
蒻
只
叶
翡
悶
囁
一
弾

こ
改
＇
③

•
3
6学
校
教
育
に
お
け
る
社
会
人
の
活
用
◇
三
重
県
教
育
委
員
会

解
説
・
資
料
•
3
8新
た
な
時
代
に
向
け
た
教
員
養
成
の
改
善
方
策

t

r

の

虐

（

第

一

次

答

申

）

◇

教

育

助

成

局

教

職

員

課

剛
成

な
養

た
員

新
教

集特

特
別
馨
民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
五

0
周
年

.50
民
間
ユ
ネ
ス
コ
運
動
五

0
周
年
を
振
り
返
っ
て

◇
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

.52
地
域
ユ
ネ
ス
コ
活
動
は
行
動
の
場
◇
目
黒
ユ
ネ
ス
コ
協
会

.53
国
際
基
督
教
大
学
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
と
は
つ
・

◇
国
際
基
督
教
大
学
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ

.54
民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
と
と
も
に
歩
む

◇
財
団
法
人
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
—

.56
ア
ジ
ア
の
人
文
・
社
会
科
学
研
究
の
た
め
に

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
事
業

◇
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

.57
我
か
国
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
推
進

◇
学
術
国
際
局
国
際
企
画
課

~l--r戸廿←け 1 i-l 

I l !I]] 
6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
◇
上
川
隆
也

5
8
焦
点
—
文
教
施
策

6
0
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

66
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
組

◇
教
育
テ
レ
ビ
放
送
の
実
施

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
差
孟
叩
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◇
山
形
県
鶴
岡
市
◇
茨
城
県
◇
京
都
府

◇
高
知
県
高
知
市

70
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
災
給
羅
匿
か
ら
―

◇
弘
前
大
学
◇
上
智
大
学

7
2
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◇

闘

詞

5
迂
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
の

7
3
お
知
ら
せ

74
科
学
は
い
ま

◇
ア
ル
ツ
八
イ
マ
ー
病
に
お
け
る

神
経
組
織
の
変
化
の
在
り
方
を
探
る

6
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

7
 ◇

国
立
沖
縄
青
年
の
家

7
8
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

80
文
学
Q
ふ
る
さ
と
◇
死
に
た
ま
ふ
母

8
2
鑑
賞
席
◇
文
人
画
の
近
代

鉄
斎
と
そ
の
師
友
た
ち

◇
新
国
立
劇
場
開
場
記
念
公
演

青
山
半
蔵
、
平
成
を
覚
ま
す

夜
明
け
前

•
8
4
編
集
後
記
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齋~藤茂吉記念館

みちのくの温泉

郷上山市にあり、

茂吉の業績を休

系的に展示公関。

専門資料も充実

している。

いf

茂吉を癒した叢上川

往時の舟這を復原

（山形県大石田町）

わ
が
景
を
燒
か
ね
ば
な
ら
ぬ
火
を
持
て
り

つ
ば
く
ご
3

の
ど
赤
き
玄
鳥
ふ

り

た

ら

ら

ね

つ
屋
翠
に
ゐ
て
足
乳
摂
の
母
は
死
に
た
ま
ふ
な
り

ト
マ我

が
母
よ
死
に
た
ま
ひ
ゆ

死
に
近
き
母
が
目
に
寄
り
を
た
ま
き
の
花
咲
き
た
り
と
い
ひ
に
け
る
か
な

オ

チ

う

ち

た

7

か
母
よ
我
を
生
ま
し
聾

ら
ひ
し
晏
よ

く
ら

．
了
，
9

お
き
な
草
口
．
あ
か
く
咲
く
野
の
遺

l
光
な
か
九
て
表
ら
行
ぎ
つ
も『

赤
光
』
よ
り

（
出
興
「
芦
加
藤
茂
吉
主
襲
」
第
一
巻
岩
波
餐
店
招
和
四
八
年
一
月
刊
）

「
死
に
た
ま
ふ
母
」
胃
頭
の
一
首
が
ひ
ろ
き
祁
未
“
は
、
一
見
端
然

と
庭
を
眺
め
て
い
る
作
者
か
居
る
た
け
か
ら
か
、
あ
ま
り
人
目
を

引
か
な
い
歌
で
あ
る
。
か
、
グ
光
り
つ
つ
へ
が
か
く
ろ
ひ
に
つ
つ
“

う
た

と
リ
フ
レ
イ
ン
さ
せ

□
し
づ
心
な
け
れ
“
と
結
ぶ
詠
い
出
し
に
こ

そ
、
何
か
か
起
こ
る
よ
う
な
予
感
を
暗
示
し

r

母
を
悼
む
絶
咀
の

前
奏
と
し
て
見
事
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

か
な
か
め

明
治
一
五
年
山
形
県
南
村
山
郡
金
瓶
村
（
現
上
山
市
）
に
生
ま

机
、
東
京
の
医
師
斎
藤
紀
一
の
養
子
と
な
っ
た
茂
吉
は
、
こ
の
時
、

東
京
帝
大
医
科
を
出
て
病
院
勤
務
の
か
た
わ
ら
、
正
岡
子
規
『
竹

の
里
歌
』
や
森
鵡
外
の
観
潮
楼
歌
会
を
機
縁
に
短
歌
の
道
に
入
り
、

歌
誌
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
有
力
作
家
の
地
位
に
あ
っ
た
。

第
一
歌
集
『
赤
光
』
に
は
、
「
悲
報
来
」
や
「
黄
涙
餘
録
」
な

ど
生
と
死
を
直
視
し
た
歌
が
多
い
か
、
母
の
死
を
こ
れ
ほ
ど
高
ら

か
に
詠
い
上
け
た
作
品
は
近
代
文
学
の
中
で
も
稀
有
の
事
と
さ
札

る
。
”
を
だ
ま
き
の
花
”
一
首
を
み
て
も
、
生
涯
を
農
事
に
明
け

暮
れ
た
で
あ
ろ
う
母
に
と
り
、
よ
う
や
く
手
足
を
伸
ば
し
休
め
る

ど
う
こ
く

場
所
と
て
死
の
床
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
に
茂
吉
の
慟
哭
の
念
が

に
じ滲

み
出
て
い
る
。
一
五
歳
で
養
子
に
出
し
、
出
さ
れ
た
親
子
な
れ

は
こ
そ
、
生
母
へ
の
思
い
は
一
層
深
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な

‘
,
0
 茂

吉
の
短
歌
観
は
、
ぶ
実
相
に
観
入
し
て
自
然
。
自
己
一
元
の

生
を
写
す
」
写
生
説
に
あ
っ
た
。
そ
の
題
材
も
広
く
、
深
い
。
茂

吉
の
世
界
は
、
東
北
の
田
園
に
根
差
し
な
か
ら
も
、
古
今
東
西
の

よ
く

地
・
水
：
火
・
風
に
沃
野
を
求
め
て
尽
き
せ
ぬ
泉
を
汲
み
上
げ
、

こ
れ
を
人
間
生
命
の
議
歌
に
昇
蔀
さ
せ
得
た
点
に
お
い
て
、
「
土

着
」
か
ら
「
普
遍
」
へ
突
き
抜
け
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

（
山
形
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
岩
瀬
信
夫
）

そ

ひ

ね

と

ほ

だ

死
に
近
き
号
に
添
寝
の
し
ん
し
ん
と
遠
田
の
か
は
づ

さ
こ

に
聞
ゆ
る

ひ

と

め

み
ち
の
く
の
母
の
い
の
ち
を
一
目
見
ん
一
目
み
ん
と
ぞ
た
だ
に
い
そ
げ
ろ

ひ
ろ
き
葉
は
樹
に
ひ
る
が
へ
り
光
り
〖

2

つ
か
く
ろ
ひ
に
つ
つ
し
つ
心
な
け
れ

死
に
た
ま
ふ

斎
藤
茂
吉

宝泉寺茂吉歌碑"O)ど赤き玄烏ふたつ・・・・”

81 
80 
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造り酒屋であった智恵子の生家。

裏手には記念館もあり、一般に公

開されている。（安遣町）

（出典
r
智
恵
子
抄
』
新
潮
社
新
潮
文
庫
）

あ
れ
が
阿
多
多
羅
山
、

あ
の
光
る
の
が
阿
武
隈
川
。

樹
下
の
二
人

こ
こ
は
あ
な
た
の
生
れ
た
ふ
る
さ
と
、

あ
の
小
さ
な
白
壁
の
点
点
が
あ
な
た
の
う
ち
の
酒
庫
。

そ
れ
て
は
足
を
の
び
の
び
と
投
げ
出
し
て
、

き
た
ぐ
に
．

こ
の
が
ら
ん
と
晴
れ
渡
っ
た
北
国
の
木
の
香
に
満
ち
た
空
気
を
吸
は
う
。

あ
な
た
そ
の
も
の
の
や
う
な
こ
の
ひ
い
や
り
と
快
い
、

す
ん
な
り
と
弾
力
あ
る
雰
囲
気
に
肌
を
洗
は
う
。

和
は
又
あ
し
た
遠
く
去
る
‘

あ
の
無
頼
の
都
、
混
沌
た
る
愛
憎
の
渦
の
中
へ
、

私
の
恐
れ
る
、
し
か
も
執
着
深
い
あ
の
人
間
喜
劇
の
た
だ
中
へ
。

こ
こ
は
あ
な
た
の
生
れ
た
ふ
る
さ
と
、

こ
の
不
思
議
な
別
箇
の
肉
身
を
生
ん
だ
天
地
。

ま
だ
松
風
が
吹
い
て
ゐ
ま
す
‘

も
う
一
度
こ
の
冬
の
は
じ
め
の
物
寂
し
い
パ
ノ
ラ
マ
の
地
理
を
教
へ
て
下
さ
い
。

あ
れ
が
阿
多
多
羅
山
、

あ
の
光
る
の
が
阿
武
隈
川
。

高
村
光
太
郎

智
恵
子
抄

大
和
田
修
）

智
恵
子
の
生
家
の
裏
に
あ
る
小
高
い
丘
に
登
る
と
、
眼
下
に
は

福
島
県
の
中
央
を
ゆ
っ
た
り
と
北
上
す
る
阿
武
隈
の
流
れ
、
振
り

向
け
ば
そ
の
上
に
「
ほ
ん
と
の
空
」
が
あ
る
と
い
う
安
達
太
良
の

峰
々
が
望
ま
れ
る
。
心
安
ら
ぐ
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
、
智
恵
子
は

光
太
郎
に
一
っ
―
つ
指
さ
し
な
が
ら
教
え
る
。

「
樹
下
の
二
人
」
は
二
人
の
二
四
年
に
お
よ
ぶ
結
婚
生
活
の
前

半
、
大
正
―
二
年
の
作
品
で
あ
り
、
光
太
郎
は
眼
前
に
広
が
る
パ

ノ
ラ
マ
を
「
こ
の
不
思
議
な
別
箇
の
肉
身
を
生
ん
だ
天
地
」
と
、

智
恵
子
の
存
在
と
一
体
と
し
て
感
じ
て
い
る
。

福
島
県
安
達
郡
油
井
村
（
現
在
の
安
達
町
）
の
造
り
酒
屋
に
生

ま
れ
、
女
子
大
卒
業
後
も
東
京
で
洋
画
を
学
ぴ
、
雑
誌
「
青
鞘
」

の
表
紙
な
ど
も
描
い
て
い
た
長
沼
智
恵
子
が
、
光
太
郎
と
結
婚
し

た
の
は
大
正
三
年
。
ち
ょ
う
ど
光
太
郎
が
最
初
の
詩
集
『
道
程
』

を
発
表
し
た
年
で
あ
る
。
欧
米
へ
の
遊
学
で
身
に
つ
け
た
近
代
的

こ
く

精
神
と
旧
習
と
の
相
剋
に
悩
み
、
自
分
を
見
失
い
か
け
て
い
た
光

太
郎
に
と
っ
て
、
智
恵
子
と
の
出
会
い
は
大
き
な
救
い
で
あ
り
、

そ
の
純
粋
な
愛
は
一
筋
の
光
明
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
に
違
い
な

‘
 

し

た
ん

し
か
し
、
こ
の
幸
福
も
最
後
の
破
綻
に
向
か
っ
て
確
実
に
動
き

ろ
く

出
し
て
い
た
。
肋
膜
を
病
み
、
父
の
死
、
実
家
の
破
産
と
相
次
ぐ

中
、
昭
和
六
年
こ
ろ
に
は
智
恵
子
の
心
に
病
の
兆
し
が
現
れ
は
じ

め
る
。光

太
郎
自
身
「
苦
し
く
悲
し
い
詩
集
で
あ
っ
た
」
と
語
る
と
お

り
、
妻
を
亡
く
し
た
三
年
後
（
昭
和
一
六
年
）
に
編
ま
れ
た
『
智

恵
子
抄
』
は
、
そ
の
恋
愛
か
ら
死
後
の
追
幕
ま
で
智
恵
子
を
め
ぐ

た
ぐ
い
．

る
詩
や
短
歌
、
散
文
を
痛
恨
の
思
い
で
ま
と
め
た
、
類
ま
れ
な

愛
の
詩
集
と
な
っ
て
お
り
、
「
樹
下
の
二
人
」
や
「
レ
モ
ン
哀
歌
」

は
国
語
の
教
材
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
福
島
県
教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
財
主
査

今はその上を新幹線が渡る阿武隈川。（安遣町）
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一
恨
幻
の
文
化

期
す
る
こ
と

（

出

席

者

）

水

上

忠

／

高

階

秀

爾

／

如

月

小

春

／

浅

尾

新

一

郎

／

林

田

英

慰

論

文

22

ニ
ご
世
紀
に
向
け
た

メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
新
た
な
展
開
ー
滝
川
精
一

雷
繋
雷
大
垣
市
北
校
下

文
化
財
愛
護
少
年
団
の
歩
み

1

1

大
垣
市
教
育
委
員
会

34

平
成
九
年
度
（
第
一

メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭

回
）
文
化
庁

資
料

36

文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

文
化
立
国
の
実
現
に
向
け
て

文

化

庁

化
庁
文
化
部
芸
術
文
化
課

事

例

紹

介

①

28
厚

木

の

子

ど

も

と

舞

台

芸

術

ー

ー

厚

木

市

文

化

会

館

26

文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
せ
て
ー
ー
江
戸
京
子

ェ
ノ
七
イ

24

霊
災
復
興
が
文
化
振
興
に

示
唆
す
る
こ
と
ー

ー

新

野

幸

次

郎

座
談
会

1
0
-

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

十
和
田
湖
お
よ
び
奥
入
瀬
渓
流

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ

聖
女
カ
タ
リ
ナ
の
神
秘
の
結
婚

ー
ウ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
。
モ
レ
シ
ャ
ン

50
焦
点
ー
文
教
施
策

60
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

68
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

69
私

の

選

ん

だ

一

冊

和
田
征
士

70
都
道
府
県
発

R
教
脊
。
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

ー
ー
神
奈
川
県
、
長
野
県
辰
野
町
、

石
川
県
小
松
市
、
沖
縄
県

72
科

学

は

い

ま

宇

宙

科

学

研

究

所

74
現

代

ス

ポ

i

ツ

あ

れ

こ

れ

フ

ッ

ト

サ

ル

76
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

ー

図

立

赤

城

青

年

の

家

78
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

80
文

学

の

ふ

る

さ

と

最

後

の

将

寧

82
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

に
J
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．令

策
に

6
私

と

教

育

、

私

と

し

つ

け

表

3
文

化

財

紹

介

吉
井
町
筑
後
吉
井



弘道館

ほ
ど
な
く
、
吉
子
の
腹
か
ら
慶
喜
が
う
ま
れ
た
。

七
郎
磨
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

「
こ
の
子
は
、
武
門
の
血
か
宮
家
の
血
か
」

む
つ
き

斉
昭
は
、
そ
の
子
の
磁
褥
の
こ
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
期
待
を
こ
め
て
観
察
し
て
い
た
。

斉
昭
は
、
諸
事
異
風
の
人
て
あ
る
。
と
く
に
教
育
熱
心
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ

た
。
そ
の
教
育
熱
心
さ
は
、
斉
昭
自
身
、
そ
の
少
年
時
代
、
乳
母
に
教
育
さ
れ
る
の
を
き
ら

ー
男
子
は
男
子
の
手
て
育
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
し
て
自
分
て
父
に
頼
み
、
乳
母
を
廃
し
‘
屎
強
の
藩
士
ふ
た
り
を
配
心
に
え
ら
ん
て
も

ら
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
然
、
常
の
大
名
と
は
ち
が
い
、
わ
が
子
へ
の
そ
う
い
う
意
味
の

関
心
が
強
烈
て
あ
っ
た
。

大
名
の
子
弟
は
、
江
戸
て
育
つ
。
江
戸
屋
敷
て
育
て
ね
ば
な
ら
ぬ
の
が
、
幕
府
の
法
で
あ

ろ
。
幕
制
て
は
大
名
の
子
を
人
質
と
解
釈
し
て
い
る
。

し
か
し
斉
昭
は
と
く
に
幕
府
に
乞
い
、
水
戸
家
だ
け
に
例
外
を
認
め
て
も
ら
っ
て
い
た
。

子
は
江
戸
屋
敷
て
う
ま
れ
る
。
し
か
し
嬰
児
の
あ
い
だ
に
江
戸
を
離
れ
さ
せ
、
国
も
と
の
武

骨
な
藩
士
の
手
で
育
て
さ
せ
た
。
都
府
の
華
美
の
風
が
感
染
す
る
の
を
お
そ
れ
た
の
で
あ
る
。

ー

1
_
~
:
!
:

、
~
:
_

そ
れ
が
家
法
で
あ
る
。
慶
喜
も
、
そ
の
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
た
。
江
戸
人
と
い
う
よ
り
も
、

水
戸
人
た
る
べ
く
育
て
ら
れ
た
。

ひ

た

ち

こ
の
た
め
謳
生
の
竪
年
、
江
戸
小
石
川
邸
を
去
り
、
そ
の
後
ず
っ
と
常
陸
水
戸
城
に
い
た

た
め
、
父
母
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
慶
喜
が
十
歳
の
と
き
、
斉
昭
は
ひ
さ
び
さ

て
国
へ
か
え
り
、
成
長
し
た
慶
喜
を
は
じ
め
て
見
た
。
斉
昭
は
在
府
中
の
数
年
、
熱
心
に
慶

喜
を
観
察
し
、
慶
喜
が
満
五
歳
の
と
き
な
ど
も
‘

「
あ
の
子
だ
け
は
ち
が
う
」

と
、
老
臣
た
ち
の
前
で
人
相
見
の
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
た
。
京
の
堂
上
ふ
う
で
は
な
い
と

い
う
の
て
あ
る
。

あ
っ
ぱ
れ

天
晴
、
名
将
と
な
ら
ん
。
さ
れ
ど
よ
く
せ
ず
ば
手
に
あ
ま
る
べ
し
。

と
、
斉
昭
は
い
っ
た
。
斉
昭
は
心
中
、
徳
川
家
の
家
祖
で
あ
る
家
康
の
再
来
を
期
待
し
た
。

（
『
最
後
の
将
軍
ー
徳
川
慶
喜
ー
」
昭
和
四
七
年
文
藝
春
秋
刊
）

長

後

の

将

軍

ー

徳

川

慶

喜

ー

司
馬
遼
太
郎

．．
 
；
 ．．．．．．． 

『
最
後
の
将
軍
』
は
、
江
戸
幕
府
一
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜

（
天
保
八
年
〔
一
八
三
七
〕
ー
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕
）
の

一
生
を
題
材
に
し
て
お
り
、
彼
の
幼
少
期
か
ら
将
軍
職
を
退

き
明
治
維
新
を
迎
え
た
時
期
ま
で
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。

慶
喜
が
水
戸
と
深
い
関
係
を
も
つ
時
期
は
、
天
保
九
年
か

ら
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）
ま
で
の
幼
少
期
と
、
江
戸
幕
府

崩
壊
後
の
慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
四
月
か
ら
同
年
七
月
ま

で
の
二
つ
の
時
期
が
あ
り
ま
す
。
慶
喜
の
幼
少
期
の
教
育
は
、

水
戸
藩
九
代
藩
主
で
あ
っ
た
父
・
徳
川
斉
昭
の
方
針
で
、
質

実
剛
健
、
実
生
活
に
役
立
つ
学
問
の
修
得
に
あ
り
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
は
、
四
書
五
経
の
復
読
・
習
字
の
ほ
か
、
水
戸

藩
の
藩
校
弘
道
館
で
行
わ
れ
た
四
書
五
経
の
素
読
や
弘
道
館

で
学
ぶ
諸
生
の
修
業
の
見
学
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
慶
應
四

年
に
は
、
江
戸
城
を
明
け
渡
し
た
前
将
軍
慶
喜
は
、
幼
少
期

を
過
ご
し
た
弘
道
館
で
謹
慎
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

．
弘
道
館
は
、
徳
川
斉
昭
が
天
保
―
二
年
（
一
八
四
一
）
に

創
立
し
ま
し
た
。
敷
地
面
積
は
一
七
万
八
四
0
0
面
で
、
正

庁
．
至
善
堂
・
文
館
・
武
館
・
医
学
館
等
が
設
置
さ
れ
、
調

練
場
や
馬
場
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
二
七
年
旧
弘
道
館
と
し

て
国
の
特
別
史
跡
に
、
同
三
九
年
に
正
庁
．
至
善
堂
・
正
門

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
四

二
年
に
水
戸
城
跡
が
茨
城
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
徳
川
慶
喜
」
の
放
映
に

関
連
し
、
水
戸
市
に
あ
る
茨
城
県
立
歴
史
館
や
徳
川
博
物
館

等
で
は
徳
川
慶
喜
関
連
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
慶
喜
の

遺
品
や
作
品
等
か
ら
、
慶
喜
が
最
後
の
将
軍
と
い
わ
れ
る
政

治
家
と
し
て
の
面
の
ほ
か
、
趣
味
の
世
界
に
も
多
芸
・
多
才

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

（
茨
城
県
教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
財
保
護
主
事
川
俣
正
英
）

大手橋から弘道館（正面）を臨む

慶應 3年撮影（将軍時代）

（茨城県立歴史館蔵）
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I文趾時報言ラ
座
談
会•
I
Oよ
り
安
全
な
学
校
へ

♦

（
出
席
者
）
近
藤
靖
宏
／
川
村
英
子
／
井
野
盛
夫
／
徳
山明
◆
（
司
会
）
清
水
潔

事
例
紹
介

IIl.24
学
校
防
災
体
制
の
充
実
に
向
け
て
の
取
組

♦
神
戸
市
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
図
•
2
6江
東
区
に
お
け
る
学
校
防
災
の
現
状
と
課
題

◆
東
京
都
江
東
区
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
国
•
2
8静
岡
県
に
お
け
る
地
震
防
災
対
策
の
現
状

◆
静
岡
県
教
育
委
員
会

解
説
•
3
4文
部
省
に
お
け
る
学
校
等
の
防
災
体
制
の

充
実
に
向
け
て
の
取
組

◆
大
臣
官
房
文
教
施
設
部
指
導
課
、
教
育
助
成
局
地
方
課
・
施
設
助
成
課
、

体
育
局
学
校
健
康
教
育
課

資
料

•
3
8
学
校
等
の
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

（
第
一
次
報
告
）
の
概
要

♦
学
校
等
の
防
災
体
制
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議

.
4
7参
考

資

料

一

覧

・

戸

救

援

物

資

隊

に

参

加

し

て

◆

澤

本

有

子

I 
特集学校等の防災体制の』

充実について1
体
験
記
•
3
0震
災
か
ら
＿
年
が
過
ぎ
て
♦
上
田
統
灘

エ
ッ
セ
イ
•
2
2よ
き
市
民
よ
き
隣
人
♦
山
谷
え
り
子

論
文
•
I
B学
校
防
災
の
役
割
と
課
題
◆
廣
井
脩

巻
頭
言
●

8

「
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
は
ぐ
く
む♦高
倉
翔

瓢盗三：□-三事
表表 4 
3 2 
文名◆天 ♦ ぁ
化作大然松る
財シ雪記尾易

界 l｛ 也＄悶悶
； ； i [叶
踊絵 1 中

玉包学
すよ校
だ、 み函
れ手
文墨
盤

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
◆
荻
原
健
司

48焦
点
ー
文
教
施
策

5
5

中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

ク

＿

62
ボ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

♦
高
齢
者
の
学
習
活
動
の
推
進

64都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

♦
山
梨
県
◆
奈
良
県
◆
鳥
取
県
◆
長
崎
県

66
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

♦
福
島
大
学
◆
中
央
学
院
大
学

68
現
代
ス
ボ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

♦
新
し
く
て
古
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
時
代

7
0

科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

◆

北

海

道

大

学

低

温

科

学

研

究

所

7
3

お
知
ら
せ
・
刊
行
物
紹
介

76鑑
賞
席

♦
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
国
立
西
洋
美
術
館

所
蔵
作
品
に
よ
る

交
差
す
る
ま
な
ざ
し

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
近
代
日
本
の
美
術

◆
生
誕
二

0
0年
記
念
特
別
展

シ

ー

ボ

ル

ト

父

子

の

み

た

H
本

78ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ェ
ー
ク
エ
ン
ド

♦
石
川
県
富
来
町
教
育
委
員
会

8
0

海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

•
8
2文
学
の
ふ
る
さ
と
◆
あ
の
町
こ
の
町

84編
集
後
記
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い

羽

黒

山

一

の

和

々

に

囲

ま

，
t
.
‘
す

れ
た
野
11
雨
柏
の
旧
居
が
ひ
っ
そ
り
と
件
ん
て
い
る
。

野
11
雨
梢
は
、
北
原
'lI
秋
、
西
条
八

1
と
並
ん
て
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
り
、
詩
・
民
謡
・
臨
謡
の
廿
界

に
業
粕
を
残
し
た
詩
人
で
あ
る
。
「
七
つ
の
子
」
、
「
青
い
目

の
人
形
」
、
「
亦
い
靴
」
、
「
し
ゃ
ほ
ん
玉
」
な
ど
は
、
今
な
お

歌
い
誂
が
れ
て
い
る
。

「
あ
の
町
こ
の
町
」
は
、
大
正
一
三
年
、
雑
誌
「
コ
ト
モ

ノ
ク
ニ
」
に
中
由
秤
平
作
仙
て
発
表
さ
札
た
箪
謡
て
あ
る
。

田
舎
町
の
夕
砕
れ
ど
き
、
無
心
に
な
『
て
迎
ふ
子
供
た
ち
へ

の
愛
梢
か
感
じ
ら
れ
る
歌
て
あ
り
、
日
本
人
の
郷
愁
を
か
き

た
て
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
餡
川
町
は
、
中
柏
か
太
平
汀
戦
争
の
戦
捐
を
避
け
る

た
め
に
、
つ
る
大
人
と
共
に
や
っ
て
き
た
疎
聞
先
で
あ
る
つ

I
l
l
い
の
あ
る
街
迅
筋
は
、
か
つ
て
は
令
国
各
地
ど
こ
に
で
も

見
ら
れ
た
川
園
風
抵
が
広
か
り
、
な
だ
ら
か
な
坂
追
と
と
も

に
、
い
か
に
も
こ
の
歌
に
表
現
さ
れ
て
い
る
情
景
に
ふ
さ
わ

し
い

L
地
で
あ
る
。
雨
梢
は
病
を
得
て
昭
和
二

0
年
一
月

二
し

11
、
こ
の
地
で
水
眠
し
た
。

I
l
l
屈
止
孤
の
こ
の
歌
の
詩
碑
は
、
昭
和
三
三
年
地
元
の
「
団

柏
会
」
の
手
て
処
て
ら
れ
た
も
の
で
、
つ
る
夫
入
の
希
望
で

こ
の
箪
謡
か
選
は
れ
た
と
言
わ
札
て
い
る
。

地
元
の
小
学
校
で
は
、
雨
愉
の
箪
謡
の
合
咄
会
な
ど
、
市

梢
に
ち
な
ん
だ
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

C

酌
情
か
う
た

っ
た
「
箪
心
」
か
、
こ
れ
か
ら
も
当
地
は
も
ち
ろ
ん
日
本
全

は
ぐ
，
‘

川
の
f
供
た
ち
の
内
に
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
栃
木
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
指
導
主
事
川
村
滋
）

帰
り
や
ん
せ

帰
り
や
ん
せ

今
き

こ
の
道

日
が
暮
れ
る

日
が
暮
れ
る

あ

町
＞＝ 

ヽ

の
町…

野
口
雨
情

あ
の
町
こ
（

文
学
I
f
t
t

町

83 

ゞ：，
； ～こi

宮市立明保小学校合唱クラプのコーラス風景（詩碑の前にて）
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の
む
究
巻
頭
言
●
6

大
学
の
社
会
に
対
す
る
貢
献
•
西
澤
潤
一

と
進
研

会
が
術

社
携
学

”
連

•
熊
本
大
学

座
談
会
●
8

今
後
の
産
学
連
携
の
在
り
方

●
（
出
席
者
）
生
駒
俊
明
／
植
之
原
道
行
／
安
田
幸
夫
／
青
山
聖
子
●
（
司
会
）
遠
藤
啓

嬰
・
1
8
産
業
界
か
ら
大
学
へ
の
期
待
意
識
調
査
を
中
心
に
•
―
―
＿
井
恒
夫

.
2
0
地
域
に
お
け
る
産
学
連
携
の
在
り
方
•
森
邦
夫

急
ィ
・
2
2
産
・
官
・
学
の
連
携
に

尊
敬
と
信
頼
関
係
を
取
り
戻
そ
う
•
田
中
咸
子

事
例
紹
愈
・

26
立

命

館

大

学

に

お

け

る

産

官

学

交

流

の

現

状

に

つ

い

•
立
命
館
大
学

事
例
紹
介
図
•
2
8
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
•
富
山
大
学

事
例
紹
介
田
●
3
2
寄
附
講
座
の
活
動
状
況
•
千
葉
大
学

•
東
京
工
業
大
学

事
例
紹
介
固
•
3
6民
間
等
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
研
究
成
果

•
室
蘭
工
業
大
学
•
東
京
大
学
•
京
都
大
学
•
九
州
大
学

解
説
•
4
0
大
学
と
産
業
界
等
と
の
研
究
協
力
に
つ
い
て

•
学
術
国
際
局
研
究
助
成
課
研
究
協
力
室

特
別
記
事
い
じ
め
問
題
へ
の
緊
急
対
応
に
つ
い
て

.
4
6
い
じ
め
問
題
へ
の
緊
急
対
応
に
つ
い
て

か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に

•
初
等
中
等
教
育
局
中
学
校
課

て

事
例
紹
介
田
・
2
4
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
の
産
学
交
流
•
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学

る

問

記

•
吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校
（
岡
山
県
）

天
然
記
念
物
歳
時
記

•
世
界
一
長
い
尾
を
も
つ
鶏

土
佐
の
オ
ナ
ガ
ド
リ
（
高
知
県
）

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
●
草
・
枕
絵
巻

3

文
化
財
紹
介
●
白
川
村
荻
町

5
1
教
育
・
文
化
と
地
域
づ
く
り
®
•
東
京
都
町
田

54
焦
点
ー
文
教
施
策

6
0人
・
こ
の
道
•
原
田
康
夫

61
霞
が
関
ト
ビ
ッ
ク
ス

62
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
4私
の
本
棚
か
ら
•
藤
島
積

6
5鑑
賞
席
•
イ
カ
ッ
ト
展

絣
に
み
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
色
と
か
た
ち

66
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
神
奈
川
県
•
奈
良
県
●
撼
島
県
•
大
分
県

6
8こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぼ
ん
•
バ
イ
ヤ
サ
イ
八
ン
・
バ
イ
ヤ
ガ
ル

7
0
9ト
ラ
ン
タ
ー
＇
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線
•
野
球

72
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

75
刊
行
物
紹
介

76
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
静
岡
県
浅
羽
町

78
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
0
文
学
の
ふ
る
さ
と
●
ふ
る
さ
と

82
読
者
か
ら
の
た
よ
り

83
お
知
ら
せ

84
編
集
後
記

市

5
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豆
粒
の
や
う
な
ふ
る
さ
と
だ
の
う

と
ほ
く

と
ほ
く

す
つ
か
り
秋
だ

天
の
川
が
な
が
れ
て
ゐ
る

涼
々
と
し
て

ふ
る
さ
と

山
村
暮
鳥

文
学
の
ふ
る
さ
と

利
根
川
に
沿
っ
て
お
り
て
く
る
赤
城
お
ろ
し
を
横
切
る
よ
う
に

中
央
大
橋
は
架
か
っ
て
い
る
。
赤
城
は
暮
鳥
が
愛
し
た
山
だ
。
そ

し
て
、
堤
ケ
岡
小
学
校
の
若
き
准
訓
導
の
暮
鳥
は
、
前
橋
聖
マ
ッ

テ
ア
教
会
で
英
語
を
学
ぶ
べ
く
夜
ご
と
利
根
に
架
か
る
橋
を
渡
っ

た
。
こ
れ
が
、
ふ
る
さ
と
群
馬
か
ら
暮
鳥
を
詩
人
と
し
て
は
ば
た

か
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
央
大
橋
の
西
河

畔
に
山
村
暮
鳥
の
詩
碑
「
ふ
る
さ
と
」
は
建
っ
て
い
る
。

「
ふ
る
さ
と
」
は
、
詩
集
『
雲
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

は

り

『
雲
』
は
、
『
聖
三
稜
破
璃
』
の
象
徴
主
義
、
『
風
は
草
木
に
さ
さ

や
い
た
』
の
人
道
主
義
的
作
品
を
経
て
、
暮
鳥
が
た
ど
り
つ
い
た

東
洋
的
な
静
寂
枯
淡
の
境
地
を
示
す
晩
年
の
代
表
的
な
詩
集
で
あ

る
。
宇
宙
の
運
行
の
大
き
さ
を
感
じ
な
が
ら
の
望
郷
は
、
ふ
る
さ

と
を
遠
く
小
さ
く
す
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
一
層
か
け
が
え
の
な
い

も
の
と
し
て
暮
鳥
の
感
懐
に
よ
み
が
え
る
。
暮
鳥
四

0
歳
。
没
年
、

茨
城
県
大
洗
で
書
か
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

ほ
か
に
暮
鳥
の
詩
碑
は
、
群
馬
町
の
群
馬
中
央
中
学
校
に
「
月
」
、

同
じ
く
堤
下
公
園
に
「
独
唱
」
が
あ
り
、
伊
香
保
町
水
沢
寺
に
「
ひ

が
あ
る
。

暮
鳥
の
業
績
を
紹
介
す
る
副
読
本
に
は
、
小
学
生
向
け
に
『
群

馬
の
子
ど
も
文
学
風
土
記
』
が
、
中
学
生
向
け
に
『
ふ
る
ざ
と
の

文
学
』
が
、
高
校
生
向
け
に
『
高
校
生
の
た
め
の
群
馬
の
文
学
』

が
あ
る
。
暮
鳥
資
料
は
、
七
月
に
開
館
す
る
県
立
土
屋
文
明
記
念

文
学
館
で
公
開
さ
れ
る
ほ
か
、
県
立
図
書
館
が
収
蔵
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
立
前
橋
文
学
館
は
暮
鳥
の
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
る
。

（
群
馬
県
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
主
幹
兼
指
導
主
事
林

中央大橋河畔の詩碑尺ふるさと」

政
美
）

81 80 
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あ

お

じ

ま

い

ち

は

ほ

う

四
里
の
道
は
長
か
っ
た
。
そ
の
間
に
青
縞
の
市
の
立
つ
羽
生
の

町
か
あ
っ
た
。
田
圃
に
は
げ
ん
け
が
咲
き
豪
豪
家
の
垣
か
ら
は
八
重

け

だ

し

ね

え

桜
が
散
り
こ
ぼ
れ
た
。
赤
い
蹴
出
を
出
し
た
田
舎
の
娃
さ
ん
が
お

り
お
り
通
っ
た
。

羽
生
か
ら
は
車
に
乗
っ
た
。
母
親
が
徹
夜
し
て
縫
っ
て
く
れ
た

み

つ

も

人

へ

こ

お

ぴ

木
綿
の
三
紋
の
羽
織
に
新
調
の
メ
リ
ン
ス
の
兵
児
帯
、
車
夫
は
色

の
褪
せ
た
毛
布
を
袴
の
上
に
か
け
て
、
梶
棒
を
上
け
た
。
何
と
な

お
ど

＜
胸
が
躍
っ
た
。

清
三
の
前
に
は
、
新
し
い
生
活
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
た
。
ど
ん

な
生
活
で
も
新
し
い
生
活
に
は
意
味
が
あ
り
希
望
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
五
年
間
の
中
学
校
生
活
、
行
田
か
ら
熊
谷
ま
て
三
里

の
路
を
朝
早
く
小
倉
股
着
て
通
っ
た
こ
と
も
も
う
過
去
に
な
っ
た
。

（出典
r
田
舎
教
師
」
講
談
社
講
談
社
文
庫
）

堂本日

．
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力ヽ公人主

田
舎
教
師

田
山
花
袋

「
田
舎
教
師
」
は
、
五
年
間
の
中
学
校
生
活
を
終
え
、
希

望
に
燃
え
て
小
学
校
教
師
と
な
っ
た
明
治
時
代
の
実
在
の
青

年
を
モ
デ
ル
に
し
た
田
山
花
袋
の
代
表
作
で
す
。
主
人
公
林

せ
い
ぞ
う

清
三
の
初
め
て
の
授
業
の
様
子
や
、
思
い
ど
お
り
に
は
い
か

な
い
人
生
の
苦
悩
な
ど
が
、
当
時
の
埼
玉
県
東
部
や
北
部
の

羽
生
、
行
田
、
熊
谷
の
町
な
ど
の
様
子
や
自
然
描
写
と
と
も

に
あ
り
の
ま
ま
描
か
れ
て
い
ま
す
。

主
人
公
の
下
宿
先
と
し
て
登
場
す
る
成
願
寺
は
、
羽
生
に

あ
る
建
福
寺
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
作
中
に
登
場
す
る
山
形

ぎ
よ
く

古
城
と
い
う
住
職
は
、
埼
玉
初
の
近
代
詩
人
で
あ
る
太
田
玉

め
い著

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。
花
袋
と
こ
の
玉
著
と
は
親
友

で
、
か
つ
義
理
の
兄
弟
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
花
袋
は
建
福

寺
を
た
び
た
び
訪
問
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
花
袋
は
田
舎

で
静
か
に
短
い
生
涯
を
終
え
た
青
年
教
師
と
出
会
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
青
年
教
師
の
人
生
を
情
感
豊
か

に
書
き
上
げ
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
玉
著
と
の
縁
で
「
田
舎
教

師
」
は
出
来
上
が
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
今
年
―
一
月
下
旬
の
開
館
を
目
指
し
て
「
さ

い
た
ま
文
学
館
」
を
建
設
中
で
す
。
開
館
記
念
と
し
て
田
山

花
袋
を
は
じ
め
埼
玉
ゆ
か
り
の
文
学
者
を
対
象
に
し
た
特
別

展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
有
名
作
家
と
埼
玉
と
の
意
外
な
結

ぴ
付
き
に
驚
か
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主
査
河
越
雄
二
）

田舎教師初版本

（左久良書房明治42年）

羽生市にある「田舎教師の像」

ロ絵（岡田三郎助画）

83 82 



文部時韻言重

言
亨
⑪
34
学

校

の

パ

ソ

コ

ン

敦

育

で

地

域

貢

献

を

・

山

振

一

嬌

烹

32

ツ
分
野
に
お
け
る
情
報
活
用
の
将
来
像
e
大

鋸

順

塁
…
教
育
の
情
報
化
現
況
と
課
題

0

（
出
席
者
）
石
井
威
望
，
‘
，
苅
宿
俊
文
／
野
中
と
も
よ
／
深
山
照
0

（
司
会
）
小
口
浩
一

事
例
紹
介
田
R
2
0
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
。
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

事
例
紹
介
扇

24i
主
体
的
に
自
ら
の
生
活
を
切
り
開
く

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て

生
徒
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
す
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

有
効
な
活
用
法
•
岐
阜
県
板
取
村
立
板
取
中
学
校

讐
嘉
文
教
分
野
に
お
け
る
情
報
活
用
の
将
来
像
贔
元
亮

{
9
3
0

頼
ら
れ
る
図
書
館
を
め
さ
し
て

神
奈
川
県
立
図
書
館
の
場
合
0

吉

田

敦

解
説

R
3
6

文
教
行
政
に
お
け
る
情
報
化
へ
の
取
組
に
つ
い
て

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
向
け
て
の
対
応

•
大
臣
官
房
政
策
課
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
政
策
企
画
室

資

料

R
4
6

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
対
応
し
た

文
教
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
（
審
議
の
ま
と
め
）
（
要
約
）

喜
―
呈
。
高
度
情
報
通
信
社
会
と
人
間
•
猪
瀬
博

悶
情
報
化
の
進
展
と
文

施
策

84
編
菓
後
記

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

82
文
学
の
ふ
る
さ
と
ょ
野
菊
の
墓

5
0
人
・
こ
の
道
。
山
口
久
美
子

51

教
育
。
文
化
と
地
域
つ
く
り
⑮
。
山
梨
県
牧
丘
町

54
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
0
焦
点
ー
文
教
施
策

窃
私
の
本
棚
か
ら
上
藤
田
良
雄

68
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
青
森
県
。
岐
阜
県
こ
鳥
取
県
・
愛
媛
県

70
こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぽ
ん

・
ラ
フ
ァ
エ
ル
＇
エ
ミ
リ
オ
・
ア
ル
カ
ル
デ

72
部
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
か
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線

・
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

74
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
鳥
取
大
学
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー

7
7
鑑
賞
席
＄
共
催
展
清
水
九
兵
衛
展

環
壊
と
の
戟
和
（
ア
フ
「
ニ
テ
ィ
）

78
ぼ
（
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ト

•
北
九
州
市
教
育
委
員
会

表
3
文
化
財
紹
介
・
大
燈
国
師
墨
蹟

ー
い
き
い
き
低
性
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

•
川
副
町
立
川
副
中
学
校
（
佐
賀
県
）

4
'

天
然
記
念
帽
歳
時
記

。
杉
沢
の
沢
ス
ギ
（
宴
山
県
）

表
2

名
作
シ
リ
ー
ズ
。
愛
染
明
王
像

5
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「
ま
あ
き
れ
い
な
野
菊
、

半
分
お
く
れ
っ
た
ら
、

菊
が
す
き
。
」

政
夫
さ
ん
、

「
ば
く
は
も
と
か
ら
野
荀
か
大
す
き
。

野
荀
が
す
き
：
．
」

わ

た

し

に

わ

た

し

は

ほ

ん

と

う

に

野

民

さ

ん

も

「
わ
た
し
な
ん
て
も
野
菊
の
生
ま
れ
変
り
よ
。
」

「
ロ
バ
さ
ん
は
そ
ん
な
に
野
菊
が
ず
き
：
9

,

：
ど
う
り

て
ど
う
や
ら
民
さ
ん
は
野
菊
の
よ
う
な
人
だ
。
」

民

予

は

わ

け

て

や

っ

た

半

分

の

野

菊

を

か

お

に

お

し
あ
て
て
う
れ
し
が
っ
た
。

『
野
菊
の
墓
』
の
作
者
伊
膝
左
千
夫
は
、
千
葉
県
成

束
町
か
生
ん
だ
歌
人
て
あ
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六

四
）
本
町
殿
台
で
生
ま
れ
た
。
明
治
一
四
年
、
政
治

家
へ
の
志
を
た
て
上
京
、
法
律
学
校
に
学
ぶ
が
、
や

か
て
目
を
病
み
途
中
で
修
学
を
断
念
し
、
失
意
の
う

ち
に
帰
郷
し
た
。
そ
の
後
約
四
年
閲
、
両
親
の
元
で

農
業
を
手
伝
っ
て
い
た
左
千
夫
は
明
治
一
八
年
、

二
0
歳
の
時
、
再
び
j
京
。
東
京
や
横
浜
な
ど
の
乳

牛
牧
場
で
必
死
に
働
き
通
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

本
所
茅
場
町
に
搾
乳
業
を
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ゆ

え

ん

「
牛
飢
い
の
歌
人
」
と
呼
は
れ
る
所
以
で
あ
る

C

左
千
夫
は
、
明
治
=
-
J
L
年
(
-
J
L
O
六
）
処
女
小

伊藤左千夫生家

野

炉

の 伊
藤
左
千
夫

文
学
の
ふ
る
さ
と

説
『
野
荀
の
墓
』
を
硲
表
し
た
。
こ
の
小
説
は
江
戸

川
付
近
の
田
園
を
舞
台
に
、
旧
家
の
息
子
政
夫
と
ニ

つ
年
上
の
従
姉
民
子
と
の
淡
く
可
憐
な
恋
を
描
い
た

も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
中
学
生
や
高
校
生
の
愛
読

薔
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
。
結
末
は
、
大
人
の
干
渉

で
実
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
左
千
夫
を
祉
に
出
し

た
の
は
、
短
歌
よ
り
も
む
し
ろ
こ
の
『
野
菊
の
募
』

で
あ
る
。

こ
の
小
説
の
背
景
は
左
千
夫
自
身
の
生
ま
れ
育
っ

た
な
か
に
見
る
こ
と
か
で
き
る
。
こ
の
時
代
の
結
婚

は
、
家
の
格
式
が
重
ん
し
ら
礼
、
家
同
士
の
縁
組
か

多
か
っ
た
。
政
夫
と
民
子
の
場
合
も
、
民
子
が
年
上

で
あ
る
と
い
う
理
由
も
あ
ろ
う
が
、
周
囲
の
意
見
に

従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
野
菊
の
墓
』
の
モ
デ
ル
民
子
は
、
左
千
夫
か
募
い

な
か
ら
も
結
婚
で
き
な
か
っ
た
年
上
の
女
性
川
烏
光

と
い
わ
九
て
い
る
。
ま
た
、
『
野
菊
の
墓
』
で
は
、
政

夫
の
家
は
、
「
矢
切
り
」
の
斉
藤
と
な
っ
て
い
る
が
、

成
束
町
殿
台
に
現
存
す
る
左
千
夫
の
生
家
が
そ
の
ま

ま
に
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
、
地
主
と
い
わ
れ
た
農

家
の
典
型
的
な
建
築
様
式
で
あ
る
。

な
お
、
成
東
町
歴
史
民
俗
資
料
飽
（
左
千
夫
記
念

館
友
の
会
）
は
、
昭
和
五
九
年
六
月
に
『
野
菊
の
墓
』

を
も
収
録
し
た
『
左
千
夫
さ
ん
』
を
発
刊
し
、
学
校

や
公
民
館
で
の
読
書
指
導
や
郷
土
の
研
究
に
役
立
っ

て
い
る
。

（
千
葉
県
成
東
町
教
育
委
員
会
教
育
長
中
村
克
己
／

（
左
千
夫
友
の
会
会
員
）
）

学校図容室での読誉指導風景
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文部時報二5
特集国語施策50年

新しい時代に向けて

.
4
9
文
化
庁
の
日
本
語
教
育
施
策

.48国
語
施
策
の
普
及

事
例
紹
介
田
●

38太
田

市

に

お

け

る

在

住

外

国

人

の

た

め

の

日
本
語
教
育
♦
群
馬
県
太
田
市

事
例
紹
介
回
•
4
0
夢
の
あ
る
町
づ
く
り
へ
行
動

I

「
全
国
方
言
大
会
」
◆
山
形
県
一
＿
＿
川
町
一
＿
＿
川
ト
ピ
ア
創
造
委
員
会

事
例
紹
介
固
•
4
2国
語
表
現
で
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
活
用

♦
東
京
都
立
雪
谷
高
等
学
校

資
料
•
4
4国
語
施
策
と
国
語
審
議
会
の
五
0
年
◆
文
化
庁
文
化
部
国
語
課

.36現
代

表

記

の

効

用

と

、

戦

前

の

当

て

字

◆

斎

賀

秀

夫

エ
ッ
セ
イ

•
3
4
日
本
語
と
わ
た
し
9

レ
ゴ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

.
3
1情
報

化

と

日

本

語

に

つ

い

て

◆

荻

野

綱

男

.

2

8

日

本

語

教

育

の

五

0
年
◆
野
元
菊
雄

座

談

会

●

口

国

語

施

策

に

期

待

す

る

こ

と

♦
（
出
席
者
）
水
谷
修
／
松
村
明
／
堀
田
倫
男
／
西
尾
珪
子
／
如
月
小
春
◆
（
司
会
）
大
島
有
史

嬰・
24戦
後

五

0
年

の

国

字

問

題

仮
名
遣
い
に
関
す
る
施
策
を
中
心
に
◆
築
島
裕

巻
頭
言
●

8
国

語

施

策

五

0
年
の
歩
み
◆
金
田
一
春
彦

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

◆
滝
前
不
動
の
フ
ジ
（
宮
城
県
川
崎
町
）

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◆
金
蓉

表

3
文
化
財
紹
介

◆
岩
手
県
蒔
前
遺
跡
出
土
品
・
土
面

5
 

6

で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い♦
植
田
和
弘

50
焦
点
ー
文
教
施
策

58お
知
ら
せ

60
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

64ボ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

◆
多
様
で
高
度
な
学
習
機
会
の
提
供

66
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

♦
秋
田
県
◆
岐
阜
県
◆
高
知
県
♦
鹿
児
島
県

68
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

◆
徳
島
大
学
◆
長
崎
大
学

7
0
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◆
ア
ン
チ
・
ド
ー
ビ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
界
の
薬
物
乱
用

7
2
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

◆

東

京

大

学

医

科

学

研

究

所

狂

さ

75
鑑
賞
席
◆
企
画
展
示
失
わ
れ
ゆ
く
番
匠
の
井

道

具

と

鏃

式

｛

孟

行

76刊
行

物

紹

介

博

田

78ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
須敬

◆

北

海

道

広

島

町

中

央

公

民

館

生

部

80
海

外

教

育

ニ

ュ

ー

ス

内

．／ ス

8
2文
学
の
ふ
る
さ
と♦
武
蔵
野
卜

ーフ

84編
集

後

記

ィ



む
ろ
か
ら
て
あ
ら
う
。

し
て
社
会
と
い
ふ
も
の
、
縮
図
て
も
見
る
や
う
な
思
を
な
さ
し

と
が
出
来
る
。
即
ち
斯
様
な
町
外
れ
の
光
景
は
何
と
な
く
人
を

と
も
つ
か
ず

一
種
の
生
活
と
一
種
の
自
然
と
を
配
合
し
て

必
ず
し
も
道
玄
坂
と
い
は
ず

武
蔵
野

又
た
白
金
と
い
は
ず
、

国
木
田
独
歩

つ
ま
り

東
京
市
街
の
一
端
、
或
は
甲
州
街
道
と
な
り
、
或
は
青
梅
甲
と

み
ち

な
り
、
或
は
中
原
道
と
な
り
、
或
は
世
田
ケ
谷
街
道
と
な
り
て
、

り

ん

ち

で

ん

ぽ

郊
外
の
林
地
田
圃
に
突
入
す
る
処
の
、
市
街
と
も
つ
か
ず
宿
駅

種
の
光
景
を
呈
し
居
る
場
処
を
指
写
す
る
こ
と
が
、
頗
る
自
分

の
詩
興
を
支
び
起
す
も
妙
て
は
な
い
か
。
な
ぜ
記
如
な
場
処
が

ひ

我
等
の
感
を
惹
く
だ
ら
う
か
。
自
分
は
一
言
に
し
て
答
へ
る
こ

|
「
武
蔵
野
」
九

明
治
二
九
年
か
ら
三

0
年
ま
で
東
京
の
上
渋
谷
宇
田
川
一

五
四
（
現
、
渋
谷
区
渋
谷
駅
北
西
付
近
）
に
住
ん
だ
国
木
田

独
歩
は
、
明
治
三
一
年
「
国
民
之
友
」
に
、
武
蔵
野
の
林
と

た
た

野
の
詩
趣
を
讃
え
た
「
今
の
武
蔵
野
」
を
発
表
し
た
。
そ
の

後
「
武
蔵
野
」
と
改
題
し
て
、
小
説
集
『
武
蔵
野
』
に
収
録

さ
れ
、
国
語
の
教
材
等
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
親
し
ま

れ
て
い
る
。

独
歩
の
考
え
て
い
た
武
蔵
野
の
範
囲
は
、
西
は
雑
司
が
谷

か
ら
板
橋
の
中
山
道
の
西
側
を
通
っ
て
川
越
近
傍
ま
で
達
し
、

旧
入
間
郡
を
包
ん
で
立
川
に
至
り
、
さ
ら
に
多
摩
川
沿
い
を

丸
子
を
経
て
下
目
黒
に
至
り
、
東
は
亀
戸
か
ら
小
松
川
、
木

下
川
、
堀
切
を
経
て
千
住
近
辺
ま
で
と
し
て
い
る
。

元
来
日
本
人
は
松
林
の
光
景
に
美
術
的
・
文
学
的
な
価
値

な
ら

を
認
め
て
い
る
が
、
楢
の
落
葉
林
が
広
が
る
武
蔵
野
の
一
斉

武
蔵
堅

仙
石
鶴
義
）

に
紅
葉
し
落
葉
す
る
光
景
は
、
色
彩
の
一
様
な
松
林
を
し
の

ぐ
価
値
が
あ
る
、
と
独
歩
は
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
独
歩
は
、
武
蔵
野
の
特
徴
を
「
野
と
林
が
交
錯
し

て
自
然
と
生
活
が
密
着
し
、
幾
筋
も
の
縦
横
に
通
ず
る
道
を

歩
め
ば
詩
趣
を
発
見
で
き
る
し
、
町
外
れ
の
光
景
は
、
人
を

し
て
社
会
の
縮
図
を
見
る
思
い
が
し
、
都
会
の
生
活
の
名
残

と
田
舎
の
余
波
と
が
落
ち
合
う
場
所
に
詩
趣
が
あ
り
、
都
会

の
人
に
も
田
舎
の
人
に
も
感
興
を
起
こ
さ
せ
る
物
語
が
軒
先

に
隠
れ
て
い
そ
う
に
思
わ
れ
る
」
、
と
言
っ
て
い
る
。

ぼ
う

こ
の
作
品
は
、
昨
今
の
変
貌
の
著
し
い
自
然
環
境
の
中
で
、

林
や
野
の
あ
る
自
然
の
価
値
を
再
発
見
す
る
た
め
に
、
今
一

度
読
み
返
し
て
み
る
べ
き
一
書
で
あ
ろ
う
。

（
東
京
都
近
代
文
学
博
物
館
学
芸
担
当
係
長
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独歩詩碑「山林に自由存す」（武蔵野市三鷹駅北口前）

題字武者小路実篤書
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ぷ

ど

う

の
葡
萄

有
島
武
郎

現在の横浜港の風景

田
中
美
江
）

横
浜
・
山
手
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通
う
内
気
な
少
年
「
ぼ

く
」
は
、
通
学
途
中
に
目
に
す
る
港
の
美
し
い
風
景
に
魅
せ
ら
れ
、

そ
れ
を
描
き
た
い
ば
か
り
に
友
人
ジ
ム
の
西
洋
絵
具
を
盗
ん
で
し

ま
う
。
友
人
た
ち
に
発
見
さ
れ
後
悔
に
さ
い
な
ま
れ
る
「
ぽ
く
」

を
女
性
教
師
は
や
さ
し
く
諭
す
…
。

『
或
る
女
』
、
『
生
れ
出
づ
る
悩
み
』
な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
作

家
・
有
島
武
郎
は
一
八
七
八
（
明
治
―
-
)
年
東
京
生
ま
れ
。
五

歳
の
時
、
父
が
横
浜
税
関
長
と
な
っ
た
た
め
一
家
で
横
浜
月
岡
町

（
現
・
中
区
老
松
町
）
の
官
舎
に
移
り
住
ん
だ
。
山
手
の
外
国
人
居

留
地
で
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
英
語
を
習
い
、
横
浜
英
和
学
校
（
後
の

成
美
学
園
）
に
学
ん
だ
が
、
こ
の
こ
ろ
の
体
験
が
『
一
房
の
葡
萄
』

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
み
ず
み
ず
し
い
風
景
描
写
は
、
明
治
の
横

浜
港
と
山
手
外
国
人
居
留
地
の
姿
を
伝
え
る
。

一
九
二
二
（
大
正
一
―
)
年
に
刊
行
さ
れ
た
童
話
集
『
一
房
の

て
い

葡
萄
』
は
、
有
島
が
挿
絵
・
装
禎
も
手
が
け
、
「
行
光
・
敏
行
・
行

三
へ
著
者
」
と
し
て
、
幼
く
し
て
母
を
な
く
し
た
三
人
の
息
子

•• に
捧
げ
ら
れ
た
（
行
光
は
後
の
排
優
・
森
雅
之
）
。
有
島
は
息
子
た

ち
が
こ
の
本
を
熱
心
に
読
む
姿
を
喜
ん
だ
が
、
そ
の
翌
年
、
軽
井

沢
で
自
ら
死
を
選
ん
だ
。

有
島
が
書
い
た
創
作
童
話
は
「
一
房
の
葡
萄
」
を
は
じ
め
わ
ず

か
六
編
。
や
さ
し
い
言
葉
を
用
い
な
が
ら
も
、
死
の
危
険
、
罪
と

許
し
な
ど
重
い
テ
ー
マ
を
鋭
い
リ
ア
リ
ズ
ム
で
描
い
て
い
る
。
自

ら
の
生
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
る
中
で
、
愛
す
る
息
子
た
ち
の
た

め
に
残
し
た
童
話
は
、
今
も
普
逼
的
な
価
値
を
持
ち
広
く
読
み
継

が
れ
て
い
る
。

（
財
団
法
人
神
奈
川
文
学
振
興
会
総
務
課
企
画
普
及
班
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ぼ

く

か

よ

僕
の
通
つ
て

有島武郎と子息たち 左から三男行

三、有島、長男行光、次男敏行

（大正 9年 6月）
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